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Details
 

大判のカスタム紙ポスターなら、アートワークを販促、イベント、教室、インテリア向けの実物ディスプレイに仕上げられます。まず仕上がりサイズ、視認距離、展示条件を定め、案件別見
積もりで用紙、アートワーク要件、校正、梱包、配送を確認してください。

小売バイヤー、マーケティングチーム、イベント主催者、個人クリエイターにとって、適切なポスター選びは実務的な問いから始まります。見る人に何を理解してほしいのか。販促画像、会
議スケジュール、アート複製では、レイアウト、表面の見え方、承認に関する判断がそれぞれ異なります。

画面上では説得力のあるデザインでも、印刷すると期待外れになることがあります。情報の切り落とし、気になる反射、傷んだ端部により、見栄えのよいポスターでも想定した設置場所に適
さなくなる場合があります。設置直前に問題が判明した場合、交換費用は混乱の一部にすぎません。

解決策は、製造前に購入要件を具体化することです。展示方法を定義し、想定する仕上がりサイズでアートワークを確認し、素材を承認し、検査基準を合意します。このページでは、有用な
業界ガイダンスと、注文ごとに見積もり、サンプル、試験が必要な仕様を区別しています。
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何を注文するのですか？ ↑
この製品は カスタム大判紙ポスターであり、カスタム商業印刷 → カスタムポスターの分類に含まれます。印刷された紙の実物製品を指すもので、ダウンロード可能なデザイン、キャンバ
スプリント、ビニールバナー、硬質サインではありません。

フレーム、裏打ちボード、ラミネート、設置用アクセサリーは、希望する場合は別途記載してください。額装またはマウント済み展示の写真があっても、それらの部材が含まれることを意味
しません。同様に、「大判」という表現は、印刷可能幅が無制限であることや、希望するすべての寸法に対応できることを保証するものではありません。

購入項目 指定内容 現時点の製品範囲
仕上がり寸法 インチ単位の幅 × 高さ、縦向きまたは横向き 希望寸法は確認が必要です
用紙 用紙名、gsm単位の坪量、表面仕上げ 製品固有の用紙または坪量は確認されていません
数量 総枚数とアートワークごとの数量 最小発注数量は見積もりが必要です
仕上げ 未加工紙、ラミネート、またはマウントの希望 対応可否と含有範囲は確認が必要です
スケジュール 必要な到着日と配送先 製造期間と輸送期間は見積もりが必要です
物理的性能 露出、取扱い、展示要件 耐久性と保護性能には試験が必要です



これらの項目を用いて同等の提案を比較してください。本製品について、工場試験結果、生産能力、認証、単位重量は提供されていません。第三者の事例でこれらの仕様を裏付けることはで
きません。

人が読めるサイズはどう選ぶ？ ↑
利用可能な展示スペースと閲覧者の位置から始めます。広告上のサイズだけに頼らず、想定するフレームやホルダーを実測してください。人が立ち止まって詳細を読むのか、通り過ぎながら
メッセージを見るのかを確認します。

参考形式 想定用途 承認時の優先事項
11 × 17 in 掲示板と近距離で読む情報 小さな文字と明確な階層構造
18 × 24 in 屋内イベントおよび小売展示 見出し、画像、詳細のバランス
24 × 36 in より大きな販促用・壁面アート用展示 画像品質と部屋の反対側からの可読性
カスタム寸法 既存フレームまたは特殊な展示スペース 縦横比、仕上がりサイズ、合意済み公差

これらは計画用のサイズ区分であり、この製品で確定しているサイズメニューではありません。カスタム依頼では、必要な仕上がり寸法を明記してください。その際、縁（ボーダー）が寸法
に含まれるかどうかも明記する必要があります。

有効なレイアウト確認では、見出し、主画像、意図する行動を別々に確認します。重要な情報が注意を奪い合う場合は、サイズを大きくする前にデザインを簡素化してください。混み合った
レイアウトは、拡大しても弱い階層構造を解決できません。

近距離で見られるアートワークの場合は、仕上がりサイズで300 PPIを目標にしてください。より大きく、遠くから見られる掲示物では、確認のうえ解像度を下げても問題ない場合があ
ります。これはアートワークの指針であり、印刷性能の保証ではありません。実際の画像は出力予定サイズで評価し、細部の再現が重要な場合はサンプルを依頼してください。

展示に適した表面と裏打ちは？ ↑
表面の選択により、照明がアートワークに作用する見え方が変わります。グロスは反射感を強め、マットはグレアを抑え、サテンはその中間です。これらの違いは VistaPrintのポスター
素材ガイド[1]で説明されています。本製品での対応可否は見積もりが必要です。

検討する選択肢 展示上の優先事項 サンプル確認項目
マット紙表面 強い屋内照明下の文字とグラフィック 可読性と希望する色の見え方



検討する選択肢 展示上の優先事項 サンプル確認項目
グロス紙表面 反射を管理できる、画像中心の展示 想定閲覧角度でのグレア
サテンまたは半光沢表面 マットとグロスの中間 光沢感と判読性のバランス
ラミネート 取扱いに対する追加保護 表面の見え方と必要な耐性
別途の裏打ちまたはマウント 支持材付きシートが必要な展示 適合性、仕上がり構造、設置方法

紙の表面、施されたラミネート、裏打ちは異なる仕様です。それぞれを別個に記録することで、印刷済みの単紙の見積もりを、完成したマウント展示品と誤認することを防げます。

紙の坪量だけでも、完成した構造を説明することはできません。業界ガイダンスでは、柔軟な本文用紙とより硬い表紙用紙を区別し、コーティング、ラミネート、マウントを別々の選択肢と
して扱っています。 Smartpressのポスター構造ガイダンス[2]を参照してください。「プレミアム」や「厚手」といった表現だけで選ばず、素材サンプルを請求してください。

通常の紙が防水、保存用、または長期間の屋外使用に適すると考えないでください。これらの要件には、別途確認された素材構造と関連試験が必要です。競合他社の防水ポスターや合成メディ
アの仕様は、この紙製品には適用されません。

承認用アートワークはどう準備する？ ↑
便利なテンプレートの寸法ではなく、合意した仕上がりサイズに合わせてファイルを作成してください。書き出す前に、サプライヤーの入稿要件を確認します。量産可能なファイルは、推測
に頼らず、意図したトリミング、余白、書体、色処理を伝えなければなりません。

画像の元データを確認する。 可能な限り元のアートワークまたは写真を使用してください。埋め込み画像は仕上がりサイズで確認します。小さなプレビューがきれいに見えても、1.
印刷の鮮明さを示す十分な証拠にはなりません。
断裁線、塗り足し、安全域を分ける。 背景アートワークは断裁境界の外まで伸ばす必要がある一方、重要な文字やロゴはその内側に残します。2.
色の準備を確認する。 必要なカラーモードとプロファイルを合意してください。画面プレビューが正確な印刷色の一致を保証すると考えないでください。3.
文字組みを保護する。 必要に応じてフォントを埋め込むかアウトライン化した文字を提出し、書き出したファイルに欠落文字や変更された改行がないか確認してください。4.
最終入稿データを確認する。 編集可能なデザインだけでなく、書き出し後にスペル、日付、向き、余白、アートワークのバージョンを確認してください。5.

サプライヤー固有の参考情報として、4OVER4は、CMYKでの入稿準備、300 DPI、各辺に0.125 inの塗り足し（ブリード）、そして重要な文字やロゴに対する少なくと
も0.25 inの余白を推奨しています。これらは 公開されている入稿用ファイル準備ガイドライン[3]であり、この製品で確定した入稿設定ではありません。異なる要件がある場合は、合意
済みの制作テンプレートに従ってください。



PDF/Xは印刷ファイル交換のための標準化された枠組みを提供します。PDF Associationは、PDF/XをISO 15930ファミリーとして PDF規格リファレンス[4]

で示しています。サプライヤーが受け付けるバージョンを確認してください。認識された形式を使用しても、それだけで画像品質や最終色が検証されるわけではありません。

レイアウト承認は、素材および色の承認とは分けてください。デジタル校正は、内容と配置の確認に役立ちます。ブランドカラー、暗い写真、繊細なアートワークが重要な場合は、本注文を
承認する前に、提案された用紙で物理サンプルを請求してください。

承認から出荷までに何を行うべき？ ↑
文書化されたワークフローにより、アートワーク、素材、日程が変更された際の責任が明確になります。以下の手順はサプライヤーと合意するための購入チェックリストであり、既存の工場
工程を示すものではありません。

案件仕様を確認する。 寸法、用紙、仕上げ、デザインごとの数量、配送先、必要到着日を記録してください。1.
ファイルに関する疑問を解決する。 入稿前確認で判明した解像度、トリミング、フォント、色に関する問題について、明確な回答を得てください。2.
合意した校正を承認する。 承認済みアートワークのバージョンを特定し、承認がレイアウトのみを対象とするのか、物理サンプルも対象とするのかを記録してください。3.
製造を承認する。 承認済み仕様に照らして、製造方法、仕上げ順序、スケジュールを確認してください。4.
梱包前に検査する。 合意した受入基準に照らし、印刷の見え方、寸法、表面状態、アートワークの割当てを確認してください。5.
出荷詳細を確認する。 梱包方法、出荷内容、配送情報を記録してください。6.

デジタル印刷とオフセット印刷は、制作方式が異なります。工程名だけで選ぶのではなく、数量、アートワークのバリエーション、校正の必要性に応じて、提案された方式を比較してくださ
い。この製品については、特定の印刷機の種類も、制作数量の基準値も確認されていません。

スケジュール計画では、校正承認、製造完了、出荷、到着を区別してください。承認後にアートワークが変更された場合の扱いと、注文が取消不可となる時点を確認します。競合他社の特急
サービスや店頭受取の提供は、ここで同等のサービスを示すものではありません。

https://pdfa.org/pdf-standards/


品質受入をどう測定可能にする？ ↑
「高品質」という表現を、合意済みの検査チェックリストに置き換えてください。重要なのは、ポスター単体が魅力的に見えるかではなく、承認済み案件に一致し、想定展示で機能するかで
す。

検査項目 推奨受入方法 必要な合意事項
仕上がりサイズと余白 印刷物を測定し、余白位置を校正と比較する 断裁公差と余白の期待値
色の見え方 合意した照明下で承認済みの物理基準と比較する 基準サンプルおよび測定方法
鮮明さとバンディング 細部、グラデーション、ベタ面を検査する 閲覧条件と許容できない欠陥
用紙と表面 選択したサンプルと用紙・仕上げを比較する 素材の同一性と許容可能な表面状態
取扱い状態 折れ、傷、へこみ、破れを確認する 報告証拠と是正プロセス
注文の正確性 アートワークのバージョンと数量を注文内容と照合する デザイン別・配送先別の割当て

この表は、完了済み試験を報告するものではなく、検証手順を提案するものです。本製品について、数値による色公差、欠陥許容数、断裁精度は確認されていません。測定による色限度が必
要な場合は、サンプリング前に測定方法と受入しきい値を定義してください。

サステナビリティ要件については、実際に選択する用紙と構造の文書を請求してください。業界認証への言及を、この製品またはサプライヤーが認証済みである証拠として扱わないでくださ
い。再生材含有率、責任ある調達、地域のリサイクルルートへの適合性は別々に確認すべきです。リサイクル率や製品レベルの環境認証は、ここでは確認されていません。

子ども向け販促用途についても、用途別の確認が必要です。CPSCのガイダンスでは、分類および適用試験は製品の意図した用途などの要因に依存すると説明しています。 販促製品安全
ガイダンス[5]を参照してください。教室での用途だけを、認証または免除の証拠として示すべきではありません。必要な試験および文書は、引き続き決定が必要です。

https://www.cpsc.gov/business--manufacturing/business-education/business-guidance/PromotionalProducts
https://www.cpsc.gov/business--manufacturing/business-education/business-guidance/PromotionalProducts


梱包とリピート注文はどう指定する？ ↑
許容可能な印刷物でも輸送中に使用不能になることがあるため、梱包は仕様に含める必要があります。選択した用紙、仕上げ、寸法、出荷数量に応じて、巻き梱包または平梱包を検討してく
ださい。どちらの形式も、すべての注文に適するとは限りません。

巻き梱包では、保護チューブまたは箱と、その内部で印刷物をどう保護するかを確認してください。平梱包では、支持材と端部保護を確認します。折れや角の損傷に特に敏感な出荷では、梱
包サンプルを請求してください。保護性能は検証項目であり、保証結果ではありません。

容器ごとの梱包容量またはポスター枚数は、実際の製品寸法、積載条件、サンプル検証によって決定する必要があります。別の紙坪量、ポスターサイズ、またはマウント構造の梱包数を流用
しないでください。

受領時には、梱包を廃棄する前に外装と影響を受けた印刷物を撮影してください。出荷参照番号、損傷数量、欠陥の詳細を記録します。注文前に、請求期限、必要証拠、交換手配、追加運賃
の責任を合意してください。自動返金や無償再印刷の方針は、ここでは確立されていません。

リピート注文では、承認済みアートワーク、素材説明、物理基準、梱包仕様をまとめて保管してください。前回の注文番号を完全な仕様として扱うのではなく、用紙、仕上げ、アートワーク
の変更を明示します。これらの入力が変わる場合は、新しいサンプルが必要になることがあります。



費用を見落とさずに見積もりを比較するには？ ↑
広告に掲載されている最安の印刷価格だけでなく、納品される仕様一式全体を比較してください。サイズ、数量、用紙、加工、納期の急ぎ具合はいずれも費用に影響します。一枚単位の小売
価格は、校正、保護梱包、複数の配送先を伴うマルチデザインの注文に対する信頼できる基準ではありません。

購入経路 検討する場面 確認事項
地域の小売印刷 受取と対面検査を優先する場合 地域別の対応可否、締切、素材の選択
専門オンライン印刷 寸法またはメディアの選択により詳しい相談が必要な場合 校正、運賃、断裁条件、問題解決
案件別の商業見積もり アートワーク数量、仕上げ、梱包に連携した仕様が必要な場合 範囲、サンプル、最小数量、納入総コスト

これらはサービスモデルであり、順位付けでも、いずれかの経路が常に速いまたは安いという約束でもありません。過去の競合他社価格やレビュー評価より、現在の対応可否と書面の条件が
重要です。

印刷、希望するサンプル、仕上げ、梱包、運賃、該当する税金または輸入費用を含む明細見積もりを請求してください。複数のアートワークバージョンで価格が変わるか、緊急製造が可能か
も確認します。低価格が異なる構造を隠さないよう、任意のアップグレードは分けてください。

イベント日が固定されている場合は、速度を議論する前に、許容できる最終到着日を設定してください。予定出荷日と必要到着日は異なる約束です。スケジュールに校正修正や交換の余地が
ない場合は、注文前にそのリスクを解決してください。

購入判断に必要なポイント ↑
実物製品を明確に指定する。 — 確認済みの製品アイデンティティは紙ポスターです。フレーム、裏打ち、保護仕上げは別途確認が必要です。
アートワークだけでなく展示を承認する。 — 仕上がりサイズ、視認距離、照明は同じ要件書に含めます。
重要な見え方には物理基準を使用する。 — レイアウト承認だけでは、紙の質感や印刷色の受入は確立されません。
同等の納入注文を比較する。 — 印刷価格とあわせて、サンプル、仕上げ、梱包、運賃を含めます。
未確認の購入条件は保留にする。 — 最小発注数量、製造期間、単位重量は提供されていません。注文ごとの確認を得てください。
是正措置を契約の一部にする。 — 製造前に検査基準と損傷報告条件を記録してください。



展示要件を明確な見積もりに変える ↑
有効なポスター注文では、メッセージ、アートワーク、実物素材、配送要件を一つの仕様に結び付けます。これにより、買い手とサプライヤーの双方が、サンプル承認、出荷確認、リピート
注文のための共通基準を持てます。

仕上がり寸法、デザインごとの数量、アートワーク、展示条件、配送先、必要到着日を添えて、案件別見積もりを請求してください。

[1]ポスター表面：VistaPrintのガイドは、マット、グロス、サテンの見え方に関する一般的な比較を裏付けています。本製品で利用可能な仕上げを示すものではありません。 ↩

[2]用紙と加工：Smartpressは、自社の製品ラインナップの中で、紙の坪量、コーティング、ラミネート、マウント（台紙貼り）を区別しています。これらは業界の一般的な参照概念
であり、この製品で確定しているオプションではありません。 ↩

[3]アートワーク準備：4OVER4は、引用した解像度、塗り足し、安全域の推奨事項を公開しています。実際の入稿は、選択したサプライヤーの確認済みテンプレートに従います。 ↩

[4]PDF/X：PDF AssociationはPDF/XをISO 15930に対応付け、印刷データ交換における役割を説明しています。本製品について、認証またはファイル受入能力
は主張されていません。 ↩

[5]販促品の安全性：CPSCのガイダンスは、製品の分類と、子ども用品に適用される義務を扱っています。製品ごとの適用の有無と必要書類は、確認が必要です。 ↩

Product Option


